
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑楽町立邑楽南中学校 学校だより 

 第 1３号 

令和８年３月1３日(金) 

 

 

 

３－１

３－２

卒業おめでとうございます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 これから春が近づくと、タンポポの花が咲き始めます。タンポポの花は咲いた後に綿毛となって

風に乗り、着地したところに根を張って、花を咲かせます。そこは日当たりのよい草原かもしれな

いし、アスファルトの隙間かもしれません。でもタンポポはその場所でたくましく生きていきます。

私たちが見ることのできるタンポポは10cm足らずの小さな花ですが、実は地面の下に１ｍ以上の

根を張っているのです。見えないところで努力しているのです。だからタンポポはどんな環境でも

生きていけるのです。 

これは人間にも言えることではないでしょうか。自分の置かれた環境や周りの人のせいにせず、

見えないところでどれだけ努力できるか、そこにその人の価値があると私は思います。努力したこ

とは、他の人には見えなかったとしても、自分自身にはわかっていることなのですから。 

卒業するみんなもタンポポのようにたくましく生きてほしい。そう願っています。（山口） 

タンポポの花のように… 

 

 

感謝の気持ちを伝えました 

  

 

最後の思い出づくり 野外炊事体験 

  

 

 

 3月 6日(金)に、1，2年生による「卒業生を送る会」が開かれました。 

 各クラスがこの日のために企画し、準備してきた出し物のほか、生徒会本部役員や有志の人たち

がパフォーマンスを披露し、3年生に感謝の気持ちを伝えました。 

 卒業式を目前に控えた 3 月 9 日(月)に、3 年生は東毛青少年自然の家で野外炊事体験をしてきま

した。本来だったら小学校５年生の時に宿泊学習として東毛青少年自然の家に行くわけなのですが、

当時はコロナ禍で中止となってしまい、彼らは野外炊事も体験することができませんでした。今回は

そのリベンジも兼ねた校外学習で、石窯焼ピザづくりをしてきました。粉をこねて発酵させるところ 

から始めるピザづくり。焼きたてを 

頬張る時の表情は

みんな笑顔でした。

中学校最後の思い

出になったかな。 


